
「
基
本
方
針
」が

契
約
実
務
に
与
え
る
影
響
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民
法（
債
権
法
）改
正
検
討
委
員
会（
以
下「
検

討
委
員
会
」
と
い
う
）
は
、
昨
年
三
月
末
、「
債

権
法
改
正
の
基
本
方
針
（
改
正
試
案
）」（『
Ｎ
Ｂ

Ｌ
』
九
〇
四
号
。
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
）

を
取
り
ま
と
め
た
。

　

検
討
委
員
会
は「
学
者
の
自
発
的
な
研
究
会
」

で
あ
る
。
し
か
し
、
同
委
員
会
に
は
、
法
務
省

官
房
審
議
官
、
同
民
事
局
参
与
お
よ
び
同
参
与

が
委
員
・
幹
事
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と

や
、
同
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
る
鎌
田
薫
早
稲

田
大
学
教
授
が
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
法
関

係
）
部
会
の
部
会
長
に
就
任
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
す
る
と
、
基
本
方
針
が
、
今
後
の
民
法
（
債

権
法
）
改
正
に
与
え
る
影
響
は
少
な
く
な
い
。

同
部
会
開
催
前
に
は
、
一
部
の
実
務
家
を
中
心

と
し
て
、
基
本
方
針
が
、
そ
の
ま
ま
法
制
審
議

会
で
の
議
論
の
叩た
た

き
台
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
の
危き

惧ぐ

感
の
よ
う
な
も
の
さ
え
あ
っ
た
が
、

同
部
会
の
議
事
録
を
見
る
と
、
そ
の
よ
う
な
危

惧
は
杞き

憂ゆ
う

に
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

基
本
方
針
は
、
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関

係
）
部
会
第
一
回
会
議
（
平
成
二
一
年
一
一
月

二
四
日
開
催
）
に
お
い
て
、
民
法
改
正
研
究
会

「
日
本
民
法
典
財
産
法
改
正
国
民
・
法
曹
・
学

会
有
志
案
（
仮
案
）」（『
法
律
時
報
増
刊　

民
法

改
正
国
民
・
法
曹
・
学
会
有
志
案
』
所
収
）
お

よ
び
時
効
研
究
会
「
時
効
研
究
会
に
よ
る
改
正

提
案
」（『
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ　

一
二
二
号　

消
滅
時

効
法
の
現
状
と
改
正
提
言
』）、
と
と
も
に
参
考

資
料
と
し
て
配
付
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
基
本
方
針
に
対
す
る
批
判
は
読
者

に
委
ね
、
基
本
方
針
を
い
わ
ば
所
与
の
前
提
と

し
て
、
仮
に
、
基
本
方
針
ど
お
り
の
民
法
（
債

権
法
）
改
正
が
な
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
が
、
契

約
実
務
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
と
い

う
観
点
か
ら
、
基
本
方
針
の
概
要
を
述
べ
る
も

の
で
あ
る
。

交
渉
当
事
者
の
義
務
⑴

（
交
渉
を
不
当
に
破
棄
し
た
者
の

損
害
賠
償
責
任
）

１　

基
本
方
針
の
概
要

　

基
本
方
針
は
「
当
事
者
は
、
契
約
の
交
渉
を

破
棄
し
た
と
い
う
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
は
、

責
任
を
問
わ
れ
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、「
当
事
者

は
、
信
義
誠
実
の
原
則
に
反
し
て
、
契
約
締
結

の
見
込
み
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
交
渉
を
継

続
し
、
ま
た
は
契
約
の
締
結
を
拒
絶
し
た
と
き

は
、
相
手
方
が
契
約
の
成
立
を
信
頼
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負

う
」と
規
定
す
る（〈
３
・
１
・
１
・
19
〉。以
下
、

基
本
方
針
の
引
用
は
、
前
掲
『
Ｎ
Ｂ
Ｌ
』）。

　

従
来
、
同
様
の
義
務
は
、
明
文
の
規
定
は
な

い
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る
契
約
締
結
上
の
過
失
と

し
て
、
信
義
則
に
基
づ
き
認
め
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
の
場
面
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
義
務
に
つ
い
て
の
明
文
の
規
定
が

な
い
が
ゆ
え
に
、
Ｌ
Ｏ
Ｉ
（Letter O
f Intent

注
１
）
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
誠
実
交
渉
義
務

に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
き
た
。

２　

契
約
実
務
へ
の
影
響

　

基
本
方
針
の
よ
う
に
、
交
渉
当
事
者
の
義
務

が
明
文
化
さ
れ
た
場
合
、
契
約
締
結
に
向
け
た

交
渉
に
入
っ
た
後
は
、
当
事
者
は
、
あ
く
ま
で

も
、信
義
誠
実
の
原
則
に
従
っ
て
で
は
あ
る
が
、

誠
実
交
渉
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
下
で
は
、
い
っ
た
ん

契
約
締
結
交
渉
に
入
っ
た
後
に
、
交
渉
を
破
棄

し
た
場
合
、
義
務
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請

求
を
受
け
る
場
面
が
よ
り
多
く
な
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
る

か
は
、
結
局
に
お
い
て
「
信
義
誠
実
の
原
則
」

と
い
う
、
必
ず
し
も
明
確
と
は
言
え
な
い
基
準

に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
で
あ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
予
見
可
能
性
が

高
い
も
の
と
は
言
え
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
契
約
締
結
交
渉
開
始
後
、
契

約
締
結
の
見
込
み
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合

に
は
、
早
期
に
契
約
締
結
交
渉
を
打
ち
切
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、Ｍ
＆
Ａ
等
の
大
型
案
決
に
お
い
て
は
、

交
渉
の
最
初
の
時
点
で
、
従
前
の
誠
実
交
渉
義

務
と
は
逆
に
、「
契
約
の
交
渉
の
破
棄
は
、
い
か

な
る
場
合
に
も
損
害
賠
償
責
任
を
生
じ
さ
せ
な

い
」
こ
と
を
合
意
す
る
必
要
が
あ
る
場
面
も
生

じ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

交
渉
当
事
者
の
義
務
⑵

（
交
渉
当
事
者
の
情
報
提
供
義
務
・

説
明
義
務
）

１　

基
本
方
針
の
概
要

　

基
本
方
針
は
「
当
事
者
は
、
契
約
の
交
渉
に

際
し
て
、当
該
契
約
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、

債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
│

い
よ
い
よ
本
格
化
し
て
き
た
民
法
（
債
権
法
）
改
正
論
議
。

中
で
も
、
今
後
の
方
向
性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
に
よ
る

「
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
」
を
基
に
、
契
約
実
務
に
お
け
る
改
正
ポ
イ
ン
ト
と
留
意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

よねやま・けんや　東京法律会計事務所所属。東京大学法学部卒業。
平成8年弁護士登録。日本弁護士連合会司法制度調査会委員および
東京弁護士会法制委員会副委員長。著書に『こんなときどうする＝会
社の法務＝企業活動トラブル対策Q&A』（共著・第一法規）、『民法
改正を知っていますか？　～全容・諸論点早わかりQ&A～』（序文
を執筆・民事法研究会）など。

特集　債権法改正の　　　　  を知る！キホン

弁
護
士　

米
山
健
也

債権法改正ポイント解説シリーズ

当
事
者
は
契
約
締
結
に
向
け
た
交
渉
後
は
、

信
義
誠
実
の
原
則
に
従
い
、

誠
実
交
渉
義
務
を
負
う
。

（注１） 契約締結交渉時、その段階まで合意を得た
事項をまとめた書面のこと。
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ユ
ミ　

下
手
な
ダ
ジ
ャ
レ
で
済
ま
な
か

っ
た
わ
ね
。
謹
ん
で
「
ア
ワ
ビ
」
申
し

あ
げ
る
わ
。

ス
シ
夫　

ヒ
ド
い
寿
司
ネ
タ
ギ
ャ
グ
だ

な
…
。そ
れ
で
、ゼ
ミ
の
様
子
は
ど
う
？

は
じ
め　

最
近
は
、
会
社
法
改
正
や
民

法
改
正
の
話
題
で
皆
の
発
表
は
ど
れ
も

波
乱
含
み
だ
よ
。

ミ
ヤ
コ　

民
法
の
債
権
関
係
な
ど
は
、

近
々
大
改
正
さ
れ
る
そ
う
よ
。

は
じ
め　

い
や
、
改
正
前
の
議
論
で
少

な
く
と
も
、
あ
と
一
〜
二
年
は
、
か
か

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。

ミ
ヤ
コ　

え
っ
？ 

「
債
権
法
は
改
正
を

待
っ
て
勉
強
す
べ
き
よ
」
な
ん
て
言
う

受
験
生
仲
間
が
い
る
け
ど
、
私
は
そ
ん

な
に
長
い
間
、
何
も
し
な
い
わ
け
に
い

か
な
い
わ
！

ユ
ミ　

勉
強
を
い
つ
始
め
る
か
な
ん
て
、

そ
ん
な
の
イ
ク
ラ
で
も
イ
ワ
シ
て
お
け

ば
？　

お
っ
と
ス
シ
夫
君
、
ま
ず
は
イ

ク
ラ
と
イ
ワ
シ
が
食
べ
た
い
わ
ね
。

五
〇
年
、
一
〇
〇
年
経
っ

て
も
、
世
界
に
通
用
す
る

法
律
を
目
指
す

は
じ
め　

…
と
こ
ろ
で
先
生
、
そ
も
そ

も
債
権
法
を
大
幅
に
改
正
す
る
必
要
な

ど
あ
る
の
で
す
か
？　

会
社
法
制
定
の

　

二
〇
一
〇
年
七
月
×
日
。
晴
れ
。

回
転
寿
司
チ
ェ
ー
ン
で
ア
ル
バ
イ
ト
ば

か
り
し
て
い
る
寿
夫
君
、
通
称
ス
シ
夫

君
か
ら
久
し
ぶ
り
に
連
絡
が
あ
り
、
ゼ

ミ
生
の
ミ
ヤ
コ
ち
ゃ
ん
、
は
じ
め
君
と

と
も
に
寿
司
店
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。ミ
ヤ
コ
ち
ゃ
ん
は
司
法
書
士
、

は
じ
め
君
は
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
進
学
を
目

指
し
て
い
る
の
で
、
二
人
の
関
心
は
も

っ
ぱ
ら
法
律
改
正
と
国
家
試
験
の
こ
と

で
す
が
、
ゼ
ミ
に
顔
を
見
せ
な
い
ス
シ

夫
君
の
こ
と
が
、
本
当
は
い
つ
も
気
に

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

ミ
ヤ
コ　

ス
シ
夫
君
、
ゼ
ミ
に
ち
っ
と

も
顔
を
出
さ
な
い
か
ら
、
皆
が
心
配
し

て
い
る
わ
よ
。
こ
の
時
期
、
就
職
活
動

の
方
は
ど
う
な
の
？

ス
シ
夫　

誰
か
と
思
っ
た
ら
、
ミ
ヤ
コ

ち
ゃ
ん
に
は
じ
め
君
！　

僕
は
日
ご
ろ

の
働
き
振
り
が
上
司
に
認
め
ら
れ
て
こ

の
チ
ェ
ー
ン
会
社
に
就
職
が
決
ま
っ
た

よ
。

ユ
ミ　

あ
ら
、
良
か
っ
た
わ
ね
。
寿
司

屋
だ
け
に
就
活
の
「
ア
ガ
リ
」
も
早
い

じ
ゃ
な
い
！

ス
シ
夫　

ハ
ハ
ハ
、
先
生
の
下
手
な
ダ

ジ
ャ
レ
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
ね
ぇ
〜
。

要
性
と
し
て
「
わ
か
り
や
す
い
民
法
」

を
挙
げ
て
い
る
わ
。
実
務
運
用
の
現
状

と
乖か

い

離り

し
た
条
文
を
改
め
、
こ
れ
か
ら

法
律
を
学
ぶ
学
生
や
日
本
法
を
参
照
す

る
外
国
人
に
も
一
見
し
て
わ
か
る
法
律

を
目
指
し
て
い
る
の
。

は
じ
め 

「
世
界
の
取
引
ル
ー
ル
と
の
整

合
性
も
考
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
基
準
に

す
る
こ
と
」
も
、
理
由
の
一
つ
に
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

ミ
ヤ
コ　

で
も
民
法
は
日
本
国
内
で
使

わ
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
本
当
に
必
要
な
の

か
し
ら
？

は
じ
め　

そ
う
い
う
疑
問
を
出
す
実
務

家
も
多
い
け
れ
ど
、
立
法
担
当
者
と
し

て
は
、
世
界
の
人
に
説
明
で
き
る
明
快

な
法
律
を
理
想
に
掲
げ
て
い
る
よ
う
だ

よ
。
今
回
の
改
正
は
、
こ
の
先
五
〇
年

後
、
一
〇
〇
年
後
の
た
め
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
ら
し
い
ね
。

ミ
ヤ
コ　

五
〇
年
先
よ
り
も
今
の
受
験

生
の
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
わ
。
民
法

の
一
番
の
ユ
ー
ザ
ー
は
私
た
ち
よ
！

ユ
ミ　

実
務
家
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て

る
よ
う
よ
。
学
者
の
カ
レ
イ
な
一
時
の

ヒ
ラ
メ
キ
だ
け
で
変
え
る
の
な
ら
ゲ
ッ

ソ
リ
、
っ
て
こ
と
ね
。
ス
シ
夫
君
、
カ

レ
イ
に
ヒ
ラ
メ
に
ゲ
ソ
、
頼
む
わ
よ
。

消
滅
時
効
に
つ
い
て
は

総
合
的
な
見
直
し
も

ス
シ
夫　

そ
れ
で
、
債
権
法
の
ど
こ
を

改
正
す
べ
き
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で

す
か
？

ユ
ミ　

こ
こ
に
あ
る
表
が
、
議
論
の
参

考
と
し
て
並
べ
ら
れ
た
事
項
よ
（
黒
板

参
照
）。
こ
れ
に
よ
る
と
、
債
権
の
と
こ

ろ
だ
け
で
な
く
、
民
法
の
債
権
関
係
を

抜
本
的
に
見
直
す
関
係
で
、
総
則
の
規

定
も
い
く
つ
か
改
正
さ
れ
る
こ
と
が
目

論
ま
れ
て
い
る
の
。

ミ
ヤ
コ　

第
一
に
「
意
思
能
力
の
な
い

状
態
で
行
わ
れ
た
法
律
行
為
は
無
効
」

と
明
記
す
る
こ
と
、
第
二
に
任
意
規
定

と
異
な
る
慣
習
が
あ
る
場
合
の
優
先
関

係
を
め
ぐ
っ
て
、
従
来
整
合
し
な
か
っ

た
法
律
（
民
法
92
条
、
法
適
用
通
則
法

３
条
（
旧
法
令
２
条
））
を
改
正
し
「
改

正
は
法
律
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
」

と
す
る
こ
と
が
案
と
し
て
出
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。
受
験
生
に
と
っ
て
も
ス
ッ
キ

リ
す
る
、
あ
り
が
た
い
案
だ
わ
。

は
じ
め　

意
思
表
示
規
定
を
改
正
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
。
ま
ず
、

錯
誤
に
よ
る
無
効
（
民
法
95
条
）
は
、

判
例
に
よ
る
と
表
意
者
側
し
か
主
張
で

きまた・ゆみ　大阪大学法学部卒業後、新聞社勤務を経て、
1999年、京都大学大学院法学研究科後期博士課程修了。
講師、准教授の後、2008年4月より現職。同年9月より1年
間、UCバークレー・ロースクール客員研究員を勤める。
日本私法学会会員、日本笑い学会理事。近著に『楽しく
使う会社法』（自由国民社）、『VIRTUAL会社法・第3版』
（悠々社）。

01 意思無能力の意義と効果

02  任意規定と異なる慣習がある場合（民法

第92条）

03 錯誤の効果（民法第95条）

04 意思表示に関する規定の拡充

05 代理権の濫用

06  短期消滅時効の廃止と消滅時効制度の全

般的な見直し

07 法定利率（民法第404条）

08 履行の請求の限界

09 追完請求権

10  債務不履行による損害賠償の要件（民法

第415条）

11 債権者代位権の制度の在り方

12  詐害行為取消権の行使要件（否認権との

整合性）

13  連帯債務者の一人について生じた事由の

効力

14 保証人保護の拡充

15 債権の譲渡禁止特約（民法第466条第2項）

16 債権譲渡の対抗要件（民法第467条）

17 債務引受

18 弁済の充当（民法第488条から第491条まで）

19 一部弁済による代位（民法第502条第1項）

20 相殺の要件（民法第505条第1項）

21 相殺と差押え（民法第511条）

22  契約の申込みと承諾（民法第521条から第

528条まで）

23 約款

24  債務不履行による解除の要件（民法第541

条から第543条まで）

25  瑕疵担保責任と債務不履行責任との関係

（民法第570条）

26 消費貸借契約と諾成契約（民法第587条）

27  賃借物が滅失した場合における賃貸借の

終了

28 賃貸借終了時の原状回復

29 各種サービスの提供契約

30 組合契約における意思表示の効力等

31 各種の契約について

法制審議会 民法（債権関係）部会資料
配布資料２　民法（債権関係）の改正検討事項の一例（メモ）

い
の
な
ら
修
繕
す
る
な
」
と
い
う
言
葉

も
あ
る
く
ら
い
よ
。

ミ
ヤ
コ　

で
も
、
民
法
は
制
定
後
一
〇

〇
年
以
上
も
経
っ
て
い
ま
す
よ
。
も
う

古
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

ユ
ミ　

法
制
審
議
会
で
は
、
改
正
の
必

と
き
も
評
判
が
悪
か
っ
た
と
弁
護
士
の

叔
父
が
言
っ
て
ま
す
が
、
今
回
の
債
権

法
も
そ
う
な
る
の
で
は
？

ユ
ミ　

そ
う
ね
。
組
織
や
制
度
を
ヘ
タ

に
い
じ
る
と
へ
い
害
が
生
じ
る
こ
と
も

あ
る
わ
ね
。
外
国
に
は
「
壊
れ
て
い
な

特集　債権法改正の　　　　  を知る！キホン
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は
じ
め
に

　

企
業
の
事
故
が
な
か
な
か
な
く
な
り

ま
せ
ん
。
二
〇
〇
〇
年
の
「
雪
印
集
団

食
中
毒
事
件
」、
二
〇
〇
一
年
の
「
味
の

素
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
追
放
事
件
」、
二
〇

〇
二
年
の
「
雪
印
食
品
国
産
牛
肉
偽
装

事
件
」「
ダ
ス
キ
ン
禁
止
添
加
物
入
り

肉
ま
ん
販
売
事
件
」、
二
〇
〇
三
年
の

「
三
菱
ふ
そ
う
タ
イ
ヤ
脱
落
リ
コ
ー
ル

事
件
」、
二
〇
〇
四
年
の
「
三
菱
地
所
土

壌
汚
染
隠
ぺ
い
事
件
」、
二
〇
〇
五
年
の

「
東
京
証
券
取
引
所
シ
ス
テ
ム
障
害
」、

二
〇
〇
六
年
の
「
ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件
」、

二
〇
〇
七
年
の
「
産
総
研
『
ブ
ル
セ
ラ

菌
』
保
管
・
培
養
事
件
」
な
ど
、
事
故

な
ど
起
こ
し
そ
う
に
な
い
と
思
わ
れ
て

い
た
大
企
業
で
、
重
大
な
事
故
・
違
法

行
為
が
発
覚
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
ご
く
一
部
で

あ
り
、
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
・
団
体

に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
故
・
違
法

行
為
が
発
覚
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

そ
し
て
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一

〇
年
四
月
に
か
け
て
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

に
お
い
て
大
規
模
な
リ
コ
ー
ル
問
題
が

国
内
外
で
発
生
し
、
約
一
五
億
円
の
民

事
制
裁
金
を
支
払
う
事
態
に
ま
で
至
り

ま
し
た
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
実
現
す
る
た

め
、
社
内
規
則
を
作
り
、
従
業
員
教
育

や
監
査
も
行
い
、
運
用
の
定
期
的
な
見

直
し
も
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
こ
の

よ
う
な
事
故
や
違
法
行
為
は
な
ぜ
起
こ

る
の
か
。
ま
た
、
た
と
え
事
故
が
起
き

て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
被
害
を
最
小

限
に
防
ぐ
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。

二
〇
〇
九
年
以
前
の
事
件
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
多
数
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
今
回
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

事
件
を
ベ
ー
ス
に
、
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ト
ヨ
タ
・
リ
コ
ー
ル
問
題

の
概
要

　

ト
ヨ
タ
の
リ
コ
ー
ル
問
題
は
、
現
時

点
（
二
〇
一
〇
年
五
月
現
在
）
で
は
裁

判
所
の
事
実
認
定
が
出
さ
れ
て
い
な
い

た
め
「
法
廷
で
確
認
さ
れ
た
事
実
」
が

な
い
の
で
す
が
、各
種
報
道
を
見
る
と
、

概
要
は
以
下
の
と
お
り
の
よ
う
で
す
。

　

ま
ず
、
二
〇
一
〇
年
一
月
、
ト
ヨ
タ

が
米
国
に
お
い
て
、
一
部
の
車
種
の
ア

ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
が
戻
り
に
く
く
な
る
と

し
て
大
規
模
リ
コ
ー
ル
を
行
う
と
発
表

し
ま
し
た
。

　

こ
の
リ
コ
ー
ル
に
対
し
、
米
国
運
輸

省
は
、
ト
ヨ
タ
は
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
の

問
題
（
欠
陥
）
を
二
〇
〇
九
年
九
月
に

は
認
識
し
て
い
た
の
に
、
そ
の
時
点
で

欠
陥
を
当
局
に
報
告
し
な
か
っ
た
の
は

違
法
で
あ
る
と
し
て
、
約
一
五
億
円
の

民
事
制
裁
金
を
科
し
ま
し
た
。
欠
陥
隠

し
に
つ
い
て
、
ト
ヨ
タ
は
否
定
し
て
い

ま
す
が
、
最
終
的
に
は
紛
争
回
避
の
た

め
そ
の
支
払
い
に
同
意
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
一
一
月
に
は
、
レ
ク
サ

ス
等
の
暴
走
を
理
由
に
、
大
規
模
な
自

主
改
修
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
プ
リ
ウ
ス

が
急
に
加
速
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題

も
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
ト
ヨ
タ
は
自
動

車
の
欠
陥
を
一
貫
し
て
否
定
し
、
米
高

速
道
路
交
通
安
全
局
（
Ｎ
Ｈ
Ｔ
Ｓ
Ａ
）

も
警
察
も
、
調
査
の
結
果
、
急
加
速
の

原
因
は
欠
陥
で
は
な
く
運
転
者
の
操
作

ミ
ス
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ま
し
た
が
、

米
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
と
全
米

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
）
も
調
査

に
乗
り
出
す
な
ど
、
依
然
と
し
て
最
終

的
な
結
論
は
出
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
の
他
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
は
、
自
動

車
の
価
値
が
落
ち
た
と
し
て
集
団
訴
訟

が
提
起
さ
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の

検
事
局
か
ら
は
「
欠
陥
を
知
り
な
が
ら

販
売
を
続
け
、
州
民
を
危
険
に
さ
ら
し

た
」
と
し
て
制
裁
金
を
請
求
す
る
訴
訟

が
提
起
さ
れ
る
（
刑
事
事
件
で
は
な
く

民
事
事
件
で
あ
り
、
ト
ヨ
タ
の
処
罰
を

求
め
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
）
な

ど
、
訴
訟
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

ト
ヨ
タ
の
対
応
の
問
題
点

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
現
時
点
か
ら
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
問
題
点
は
、

① 　

情
報
の
共
有
が
的
確
に
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
ト
ッ
プ
が
正
確
な
情
報
を

把
握
で
き
な
か
っ
た
こ
と

② 　

そ
の
た
め
、
迅
速
・
正
確
な
情
報

の
開
示
が
遅
れ
た
こ
と

③ 　

ト
ッ
プ
の
謝
罪
や
対
応
が
遅
か
っ

た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

以
下
、こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
、

な
ぜ
こ
れ
が
問
題
と
な
っ
た
の
か
、
お

よ
び
、
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
考
え

ら
れ
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

（
１
）
的
確
な
情
報
共
有
の
た
め
に

　

特
に
事
故
、
苦
情
、
従
業
員
の
ミ
ス

と
い
っ
た
「
マ
イ
ナ
ス
情
報
の
共
有
」

は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
第
一
歩
で

す
。
こ
れ
ら
が
正
確
に
把
握
・
共
有
さ

れ
な
い
こ
と
は
、
会
社
の
リ
ス
ク
分
析

さ
え
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
、
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
企
業

で
は
、
事
故
情
報
等
の
共
有
に
努
め
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
事
故
・
苦
情
情
報
を
き
ち

ん
と
把
握
・
共
有
す
る
こ
と
は
、
予
想

以
上
に
難
し
い
も
の
で
す
。

　

ト
ヨ
タ
も
、
縦
割
り
・
分
業
化
の
た

め
苦
情
が
出
て
も
責
任
の
所
在
が
わ
か

り
に
く
く
、
苦
情
を
的
確
に
処
理
で
き

な
い
と
い
う
問
題
を
認
め
て
い
る
よ
う

で
す
。こ
の
よ
う
な
構
造
的
な
問
題
は
、

企
業
の
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、
顕
在
化

す
る
で
し
ょ
う
。

　

苦
情
は
多
く
の
場
合
、
口
頭
で
受
け

る
も
の
な
の
で
、
担
当
者
が
メ
モ
や
報

告
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
開
示
し
な
け

れ
ば
、
社
内
で
共
有
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
す
。
そ
の
た
め
、
苦
情
を
受
け
た

場
合
の
報
告
書
・
メ
モ
の
作
成
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
実
現
し
て
い
る
企
業
も

多
い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
チ
ェ
ッ
ク
形
式
な
ど
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
作
成
し
た
報
告

書
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
文
章
で
書
か

れ
た
報
告
書
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
表
記

の
揺
れ
が
あ
る
だ
け
で
も
検
索
が
難
し

く
な
る
た
め
、
結
果
と
し
て
情
報
共
有

が
不
十
分
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多

々
あ
り
ま
す
。
特
に
、
企
業
の
規
模
が

大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
共
有
さ
れ

る
情
報
・
文
書
は
膨
大
に
な
り
、
担
当

者
以
外
の
者
が
目
的
の
文
書
を
探
す
の

は
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。情
報
は
、

後
か
ら
検
索
で
き
て
初
め
て
「
共
有
」

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

今
回
の
リ
コ
ー
ル
問
題
で
も
、
安
全

性
を
指
摘
す
る
社
内
メ
モ
が
二
〇
〇
六

年
に
作
成
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
十
分
に
共
有
さ
れ
て
お
ら
ず
、

後
か
ら
発
見
さ
れ
て
問
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ト
ヨ
タ
で
は
今
回
の
問
題
を
踏
ま
え
、

年
間
一
〇
万
件
以
上
の
情
報
か
ら
、
安

全
性
向
上
に
役
立
つ
情
報
を
効
率
的
に

抽
出
す
る
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
の
導
入
も
検
討
に
値
す
る
で
し

ょ
う
し
、
検
索
性
を
高
め
る
た
め
報
告
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